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Chapter 1

異常検知・変化検知の基本的
な考え方

現時点で判明している誤植はありません。
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Chapter 2

ホテリングのT 2法による異常
検知

現時点で判明している誤植はありません。
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Chapter 3

単純ベイズ法による異常検知

現時点で判明している誤植はありません。
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Chapter 4

近傍法による異常検知

現時点で判明している誤植はありません。
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Chapter 5

混合分布モデルによる逐次更
新型異常検知

• p.63、アルゴリズム5.1。2つあるステップの順序を逆にした方が自然な
のでそうします。保國惠一様のご指摘に感謝いたします。

誤 ： • パラメター推定．各時刻tにおいて標本xを観測するたびに次
の計算を行う．

· 現在のパラメター推定値を用いてxの帰属度qkを次式で求め
る．

qk =
πk N (x|µk,Σk)∑K
l=1 πl N (x|µl,Σl)

· {π̃k, µ̃k, Σ̃k}を次式で更新する．

π̃k ← (1− β)π̃k + βqk

µ̃k ← (1− β)µ̃k + βqkx

Σ̃k ← (1− β)Σ̃k + βqkxx
>

モデルのパラメター{πk,µk,Σk}を次式で求める．

πk =
π̃k + γ

Kγ +
∑K

l=1 π̃l
, µk =

µ̃k

π̃k
, Σk =

Σ̃k

π̃k
− µkµ

>
k

正 ：• パラメター推定．各時刻tにおいて標本xを観測するたびに次の
計算を行う．

· {π̃k, µ̃k, Σ̃k}を次式で更新する．

π̃k ← (1− β)π̃k + βqk

µ̃k ← (1− β)µ̃k + βqkx

Σ̃k ← (1− β)Σ̃k + βqkxx
>
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· モデルのパラメター{πk,µk,Σk}を次式で求める．

πk =
π̃k + γ

Kγ +
∑K

l=1 π̃l
, µk =

µ̃k

π̃k
, Σk =

Σ̃k

π̃k
− µkµ

>
k

· 現在のパラメター推定値を用いてxの帰属度qkを次式で求め
る．

qk =
πk N (x|µk,Σk)∑K
l=1 πl N (x|µl,Σl)

• p.63、アルゴリズム5.1。前項の変更に伴い、チルダ（˜）付きの量を初
期化します。保國惠一様のご指摘に感謝いたします。

– 誤： • 初期化．混合正規分布モデルのパラメター

Θ = {π1, . . . , πK ,µ1, . . . ,µK ,Σ1, . . . ,ΣK}

に適当な初期値を設定する．

– 正： • 初期化．パラメター{π̃1, . . . , π̃K , µ̃1, . . . , µ̃K , Σ̃1, . . . , Σ̃K}に
適当な初期値を設定する．またq1 = · · · = qK = 1

Kと初期化してお

く．

• p.64、最後の式。保國惠一様のご指摘に感謝いたします。

– 誤： Σ̃
(t)
k = (1− β)Σ̃

(t)
k + βq

(t)
k x

(t)x(t)>

– 正： Σ̃
(t)
k = (1− β)Σ̃

(t−1)
k + βq

(t)
k x

(t)x(t)>



Chapter 6

サポートベクトルデータ記述
法による異常検知

現時点で判明している誤植はありません。
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Chapter 7

方向データの異常検知

現時点で判明している誤植はありません。
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Chapter 8

ガウス過程回帰による異常検
知

• p.100、式(8.37)の上。右辺のf(x)のfはボールドではなくて、左辺と同
じ普通のf（元原稿では正しいが手元の本ではボールドに見えるので一
応）。

– 誤： p(f(x) | fN ) = N (f(x) | k>K−1fN ,K0 − k>K−1k)

– 正： p(f(x) | fN ) = N (f(x) | k>K−1fN ,K0 − k>K−1k)

• p.103、式(8.37)の上。

– 誤：尤度(8.7)および事前分布(8.4)を使うことにより

– 正：尤度(8.7)および事前分布(8.5)を使うことにより
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Chapter 9

部分空間法による変化検知

• p.111、式(9.4)、第2項の符号。上振れでも下振れでも、対数尤度比が正
なら「変化後のモデルの方がより確からしい」ということなので、異常
度は加算されねばなりません。山路貴司様のご教示に感謝いたします。

– 誤： a
(t)
− ≡

[
a
(t−1)
− − a(ξ(t))

]
+

– 正： a
(t)
− ≡

[
a
(t−1)
− + a(ξ(t))

]
+
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Chapter 10

疎構造学習による異常検知

• p.133、式(10.7)。マイナスが抜けていました。

– 誤：

ri,j ≡ Λi,j√
Λi,iΛj,j

– 正：

ri,j ≡ − Λi,j√
Λi,iΛj,j
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Chapter 11

密度比推定による異常検知

現時点で判明している誤植はありません。
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Chapter 12

密度比推定による変化検知

現時点で判明している誤植はありません。
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